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ペロブスカイト太陽電池は最適なバンドギャップ、光吸収係数、および高い電荷移動度を示す

ことから 20％を超えるエネルギー変換効率を有する次世代型太陽電池である。我々は、ペロブス

カイト太陽電池において重要な役割を持つ電子輸送層（ETL）に注目し、その作製方法がペロブ

スカイト太陽電池におけるキャリア輸送特性に与える影響について調べている［3］。ETLはメソ

ポーラス層とコンパクト層からなり、効果的な電子輸送とともに正孔ブロック層としても作用す

る。正孔流入による電荷再結合は電荷収拾効率の低下につながるため、正孔ブロック層はペロブ

スカイト層と透明電極基板（FTO）の界面において再結合を防ぐバッファー層としての役割が期

待されている。今回は、コンパクト層として主に酸化チタンを取り上げ、作製方法(スプレー熱分

解法、スピンコーティング法、電着法［1,2］)がコンパクト層の表面形態、欠陥構造、電荷輸送特

性および太陽電池特性に与える影響について系統的に調べた結果について報告する。 

Fig. 1 に FTO基板上に compact-TiO2を電着法とスピンコーティング法により堆積させた場合の

断面 SEM像を示す。詳細な結果については当日報告する。 
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